
つ
る

が

お
か
じ
ょ
う

山
７

鶴
ヶ
岡

城

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
鶴
岡
市
馬
場
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一　
第

一
次
調
査
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
七
月
１

一
二

月
、
二
　
第
二
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年
四
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑭
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
菅
原
哲
文

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

・
中
世
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

鶴
ヶ
岡
城
跡
は
、
庄
内
平
野
の
南
西
に
位
置
す
る
鶴
岡
市
に
所
在
し
、
市
街

を
流
れ
る
赤
川
左
岸
の
微
高
地

に
立
地
す
る
。
城
は
本
九

。
二

の
九

・
三
の
九
と
、
各
郭
の
外

周
を
め
ぐ
る
堀
と
土
塁
を
備
え

る
輪
郭
式
平
城
で
あ
る
。
中
世

に
は
大
宝
寺
城
と
称
さ
れ
、
室

Ｄ

町
時
代
初
期
に
大
泉
荘
の
地
頭

鶴
　
で
ぁ
っ
た
武
藤
長
盛
に
よ
っ
て

築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

天
正

一
五
年

（
一
五
人
七
）
に
武
藤
氏
が
減
亡
し
、
上
杉
氏
と
最
上
氏
の
領
土

争
い
や
関
ヶ
原
の
戦
を
経
て
、
慶
長
六
年

（
三
ハ
Ｏ
こ

に
最
上
義
光
が
城
主

と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
城
名
を
鶴
ヶ
岡
城
に
改
め
た
。
元
和
八
年

（
三
全
一

二
）
に
最
上
氏
が
改
易
さ
れ
、
信
州
松
代
よ
り
酒
井
忠
勝
が
入
部
し
て
以
後
、

江
戸
時
代
を
通
じ
て
酒
井
氏
が
代
々
城
主
で
あ
っ
た
。
現
存
す
る
土
塁
と
堀
は
、

酒
井
氏
入
部
の
後
に
整
備
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。　
一
人
七
五
年
に
廃
城
と
な

っ
た
。

調
査
は
、
東
北
公
益
文
科
大
学
新
築
事
業
に
伴
い
実
施
さ
れ
た
。
第

一
次
調

査
で
は
、
二
の
九
堀
跡

（
一
区
）、
二
の
九
土
塁
の
一
部

（二
区
）、
百
間
堀
跡

０
一区
）、
絵
図
面
で
の
松
原
地
点

（四
区
）
の
合
計
五
一
四
五
♂
を
調
査
し
た
。

第
二
次
調
査
で
は
、
引
き
続
き
二
の
九
土
塁
部
分

０
一区
Ｅ
・
Ｗ
・
Ｓ
ト
レ
ン

チ
）、
松
原
か
ら
百
間
堀
跡
に
か
か
る
地
点

（五
区
）、
二
の
九
堀
跡

全
↑

七
・

九
区
）、
二
の
九
郭
内

（八
・
一
〇
区
）
の
合
計
六

一
Ｏ
Ｏ
ポ
を
調
査
し
た
。

二
の
九
堀
跡
か
ら
は
、
廃
城
の
際
に
廃
棄
さ
れ
た
板
材
、
漆
器

・
下
駄

・
曲

物
な
ど
の
木
製
品
、
中

・
近
世
の
陶
磁
器
、
瓦
な
ど
が
出
土
し
た
。
二
の
九
土

塁
で
は
、
土
留
め
施
設
の
杭
列
と
石
積
み
が
、
ほ
ぼ
全
周
に
わ
た
つ
て
施
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
二
の
九
郭
内
で
は
、
近
世
と
考
え
ら
れ
る

礎
石
建
物
と
、
そ
の
下
層
に
、
酒
井
氏
入
部
以
前
の
遺
構
面
が
二
面
か
ら
三
面

存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
松
原
地
点
で
は
、
近
世
の
掘
立
柱
建
物
や
井

戸
を
検
出
し
、
家
臣
の
屋
敷
地
と
推
定
さ
れ
る
。

次
に
、
木
簡
な
ど
の
文
字
資
料
の
出
土
遺
構
に
つ
い
て
述
べ
る
。
Ｓ
Ｄ

一
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全
一の
丸
堀
跡
）
は
江
戸
時
代
の
構
築
で
あ
り
、　
覆
土
は
四
層
に
大
別
さ
れ
る
。

一
層
は
廃
城
時
の
堆
積
層
、
ニ
ー
四
層
は
江
戸
時
代
の
堆
積
層
と
考
え
ら
れ
る
。

墨
書
や
刻
書
が
認
め
ら
れ
る
木
製
品
が
、
覆
土

一
層
か
ら
二
点

（
一
ω
②
）、
覆

土
三
層
か
ら

一
点

（二
ω
）、
計
三
点
出
土
し
た
。　
一
区
Ｓ
Ｋ

一
七
土
坑
は
、

二
の
九
堀
と
百
間
堀
と
の
間
の
中
土
手
に
位
置
し
、
五
点
の
漆
器
が
出
土
し
た
。

そ
の
う
ち
の

一
点
に
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た

（
一
⑭
）。　
一
区
か
ら
は
、
こ
の

他
に
出
土
地
点

・
層
位
不
明
の

一
点
が
あ
る

（
一
０
）。
四
区
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
九

か
ら
は
、
一
百
〔の
漆
器
と
挽
物
皿
が
出
土
し
、
こ
の
う
ち
の
漆
器
椀

一
点
に
文

字
ら
し
き
漆
痕
が
あ
っ
た

（
一
⑪
）。
五
区
の
Ｓ
Ｄ
三
（百
間
堀
跡
）
で
は
、
木

簡
状
の
木
製
品
が

一
点
出
上
し
た
が
、
文
字
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
区

の
百
間
堀
跡
に
近
接
す
る
土
層
か
ら
は
木
製
品
の
出
土
が
多
く
、
二
②
は
江
戸

時
代
の
遺
物
包
含
層
で
あ
る
Ⅲ
層
か
ら
、
二
０
は
、
そ
の
上
層
の
明
治
期
の
Ⅱ

層
か
ら
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
第

一
次
調
査

一
区
Ｓ
Ｄ

一
覆
土

一
層

［御
ヵ
〕

⑪
　
　
「□
墨
入
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ獣
×
『『
×
∞
８
Ｐ

②

　

「三
月
十
七仔
」
（刻
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞巽
∞泉
⇔
塁

一
区
出
土
地
点

。
層
位
不
明

〔
一
≡
ヵ
〕

①

　

「
二
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
（滓］ｏＸ
興
りｅ

〓
Ｐ

一
区
Ｓ
Ｋ

一
七

樅)四
区
Ｓ
Ｅ

一
九

①

　

「□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耐
牌∞渓
酎
３

８
岸

ω
は
箱
物
の
底
板
と
思
わ
れ
、
縁
辺
に
竹
釘
の
痕
が
一
〇
カ
所
認
め
ら
れ
る
。

文
字
の
左
右
両
端
に
も
墨
痕
が
あ
る
が
、
文
字
か
模
様
か
不
明
で
あ
る
。
②
は

糸
巻
き
で
あ
る
。
刻
線
に
よ
る
文
字
が
描
か
れ
て
い
る
。
左
側
の
文
字
は
、
報

告
書
で
は

「仔
力
」
と
し
た
が
、
再
検
討
の
結
果

「仔
」
と
し
た
。
０
１
働
は

漆
器
椀
で
あ
る
。
①
は
外
面
に
黒
色
漆
、
内
面
に
赤
色
漆
が
塗
ら
れ
、
文
字
は

赤
色
漆
で
書
か
れ
る
。
い
は
外
面
に
黒
色
漆
、
内
面
に
赤
色
漆
が
塗
ら
れ
、
赤

色
漆
で
梅
花
文
と
文
字
が
書
か
れ
る
。
文
字
の
一
部
は
剖
落
し
て
い
る
。
働
は

内
外
面
と
も
に
黒
色
漆
が
施
さ
れ
、
底
面
に
赤
色
漆
に
よ
る
文
字
あ
る
い
は
文

様
と
思
わ
れ
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

〔〓
一カ
〕

「
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耐
（Ｐ］『Ｘ
酎
恙

８
博
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一
一　
第
二
次
調
査

三
区
Ｓ
Ｄ
一
覆
土
三
層

ω
　
　
「
＜
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｏｏ×
遭
×
∞

寓
ｏ

五
区
遺
物
包
含
層
Ⅲ
層

②

　

「
三
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
（牌Ю］Ｘ
酎
（卜
じ

ｏ２

五
区
遺
物
包
含
層
Ｉ
層

い〕　　　　　「
一　一」

甫
ス
ｏ
ｏ
）
×
前
判
（
ド
ヽ
）

ｏ
⇔
牌

⑪
は
付
札
で
、
下
端
を
欠
損
す
る
。
働
は
漆
器
椀
で
、
内
外
面
と
も
に
黒
色

漆
が
施
さ
れ
、
赤
色
漆
に
よ
る
文
字
が
あ
る
。
③
は
漆
器
皿
で
、
内
外
面
と
も

に
黒
色
漆
が
施
さ
れ
、
赤
色
漆
に
よ
る
花
文
と
文
字
が
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
の
吉

田
歓
氏
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

側
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『鶴
ヶ
岡
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
全
一

〇
〇
二
年
）

（菅
原
哲
文
）

木
簡
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
木
簡
字
典
」

の
公
開

奈
良
文
化
財
研
究
所
で
は
二
〇
〇
五
年
二
月
、
木
簡
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー

ス

「木
簡
字
典
」
を
公
開
し
た
。
こ
れ
は
木
簡
の
文
字
の
画
像
を

一
文
字

毎
に
検
索
で
き
、
し
か
も
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
に
よ
る
絞
り
込
み
が
可
能
な

画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
画
像
も
モ
ノ
ク
ロ
だ
け
で
な
く
、
カ
ラ
ー
、

赤
外
線
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
複
数
の
画
像
が
選
択
で
き
る
。
ま
た
、

木
簡
の
文
字
を
読
ん
だ
記
録
で
あ
る
記
帳
ノ
ー
ト
も
公
開
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
そ
の
画
像
の
文
字
が
書
か
れ
た
木
簡
の
基
礎
デ
ー
タ
を
参
照
で
き
、

ど
の
木
簡
の
ど
う
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
た
文
字
か
が
わ
か
る
。

現
在
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
が
調
査
し
た
木
簡
だ
け
で
な
く
、
九
州
歴

史
資
料
館
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
大
学
府
跡
出
土
木
簡
も
含
め
、
約
六
〇
〇

字
種
、
約
六
三
〇
〇
文
字
分
の
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
の
拡

充

（絶
対
量
・
時
代

・
遺
跡
）、
熟
語

（複
数
文
字
）
検
索
、
釈
読
支
援
シ
ス

テ
ム
の
中
で
の
位
置
付
け
な
ど
課
題
も
多
い
が
、
木
簡
を
読
み
、
資
料
と

し
て
活
用
し
て
い
く
上
で
不
可
欠
の
工
具
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

（な
お
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
二
〇
〇
三
十
〇
七
年
度

〈予
定
〉
日
本
学
術

振
興
会
の
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（Ｓ
）
「推
論
機
能
を
有
す
る
木
簡
な
ど

出
土
文
字
資
料
の
文
字
自
動
認
識
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
〈研
究
代
表
者
渡
辺
晃
宏
〉

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
）
。

Ｃ
卿
Ｆ
一
す
け命や
＼
＼
ミ
翼
将
卜
ω
ヴ
Ｆ
β
肝
①
，
∞
９
一噂
＼
鉢
猟
”
ヴ
ω
∽ω
＼




